
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

通水中の農業用水路トンネル点検手法 

上水，工業用水等と兼用されていて，断水して目視調査が困難な農業用水路トンネルを，通水
状態で点検できる装置を開発しました。 

 農業用水路トンネルでは，地山からの荷重により，コンク
リート覆工等にひび割れなどの変状が発生しています。 

 農業用水路トンネルが崩落すると，通水が出来ず，被害
が大きいことから，これらの変状が進行していないかどう
か，定期的に調査・診断する必要があります。 

 しかし，上水や工業用水と兼用されている区間の農業用
水路では，断水が困難なため，定期的な調査，診断は困
難でした。 

研究のポイント 

開発した装置の特徴は，以下に示すものです。 

 流水に浮かぶフロートタイプのため，通水中の農業用
水路トンネルの上流坑口から放流し，下流坑口で回
収するだけで，簡単に内部の変状が把握できる。 

 変状を撮影，記録する装置は，高感度のCCDカメラで
あり，わずかな照明でもひび割れ等の変状を詳細に
記録できる。 

 常に壁面に正対するように，CCDカメラの向きを自動
制御するため，見落としが発生しない。 

農業用水路トンネル覆工コンクリートの崩落 

 群馬県内の農業用水路トンネルで実証試験を行いました。2R

＝1.7mの農業用水路トンネルの場合，有効画素数約38万画素，
流速1m/sの条件で，常に高感度CCDカメラが壁面を捕らえ続
け，1.5mm幅のひび割れまで記録することができることが実証
されました。 

研究の背景 

装置の特徴 

実証事例 

装置の外観 

重要な役割を果たす 
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直径450mm，高さ528mm，重さ約35kg 

 仙台市水道局からの要請を
受け，本手法を地震後の上
水道点検手法として試行し
ました。このように，地震直
後で緊急点検が必要な場合
にも応用可能であることが実
証されました。 

仙台市水道局での試験（2012.1） 

CCDカメラの自動制御の仕組み 

（装置を上から見たイメージ図） 


